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Gold 明治の蒔絵 with 井上涼Gold 明治の蒔絵 with 井上涼



展覧会概要

press release  01

蒔絵は、漆で絵や模様を描き、金粉や銀粉を蒔きつけて装飾を施す漆工芸の技法で、奈良時代から現
代に至るまで長きにわたって愛好されてきました。中でも明治期には、新政府が進める殖産興業の一
環である内国勧業博覧会の開催を契機として、優れた蒔絵の作品が発表されました。
本展では明治期以降に活躍した小川松民、川之辺一朝、白山松哉、赤塚自得、植松包美らの煌びやか
な蒔絵の優品を展観すると共に、蓋裏など作品内部の蒔絵も映像化してご紹介します。細部に至るま
で美を追求した蒔絵の魅力をお楽しみください。

みどころ １．小川松民の珍しい新収蔵品を初公開 !

２．普段は見られない作品内部の蒔絵を映像で紹介 !

３．蒔絵を題材に制作されたアニメーション

　　井上涼『忍者とゴールド・マキエ』を上映 !

主な展示作品

「蒔絵八角菓子器」
白山松哉

明治44年（1911）

「海辺蒔絵文台・硯箱」
川之辺一朝

明治時代19世紀

「手箱蒔絵硯箱」
小川松民

明治時代19世紀

「蝶牡丹蒔絵沈箱」
白山松哉

明治時代19世紀

「蜀江錦蒔絵料紙硯箱」　
植松包美

大正13年(1924)
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作家紹介 小川松民　　
弘化４年～明治 24 年（1847 ～ 1891）

東京神田生まれ。中山胡民に蒔絵を、池田弧邨に絵を学ぶ。正倉院の漆芸品の研究・模造に努め、

内外の博覧会で活躍した。明治 23 年、東京美術学校漆芸科の初代教授となる。伝統的な蒔絵技術

と軽妙な図案力を自らの作品に生かした。

川之辺一朝　　
天保元年～明治 43 年（1830 ～ 1910）

東京浅草生まれ。徳川家蒔絵師幸阿弥因幡の仕手頭（してがしら）武井藤七の門に入り、伝統的な

蒔絵を学び、嘉永 3 年（1850）独立、その 2 年後徳川家蒔絵方となる。明治 29 年、帝室技芸員

を命ぜられ、翌 30 年、東京美術学校教授となる。

白山松哉　　
嘉永６年～大正 12 年（1853 ～ 1923）

東京生まれ。慶応元年（1865）、腰元彫（刀剣の付属品）の能登屋伸三郎について象嵌 ･ 錺（かざり）

職を学び、のちに小林好山に蒔絵を、蒲生盛和に彫漆・螺鈿、塗を板倉豊次郎に学ぶ。明治 13 年、

起立工商会社に勤務し、同 25 年、東京美術学校教授となる。同 39 年には帝室技芸員に叙せられる。

作風は繊細を極め、特に精巧な研出蒔絵を得意とし、さらに独自の新しい感覚の表現に努めた。

井上涼
アーティスト。作詞、作曲、アニメ、歌を自身が手がける。2013 年より NHK E テレ「びじゅチュー

ン !」に出演。主な展覧会に「トーハク×びじゅチューン ! なりきり日本美術館」（東京国立博物館

2018 年）など。MOA 美術館 では 2019 年、 2020 年、2022 年に特別展を開催。本展では「忍者

とゴールド・マキエ」を上映する。

展覧会名： Gold 明治の蒔絵 with 井上涼Gold 明治の蒔絵 with 井上涼
会期： 2024年9月13日｜金｜– 10月28日｜火｜
会場： MOA美術館　〒413-8511 熱海市桃山町26-2　TEL: 0557-84-2511　URL: https://www.moaart.or.jp
開館時間： 午前9時30分–午後4時30分（入館は午後4時迄）　休館日： 木曜日
観覧料： 一般1,760（1,430）円/高大生1,100（770）円・要学生証/中学生以下無料/65才以上1,540円・要身分証明
※（ ）内は10名以上の団体料金　

※障害者割引の適用は障害のある方とその付添者2名、合計3名様無料となります。（証明できるものをご提示ください）

※前売り券は、お近くのコンビニエンスストア（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート）でもお求めいただけます。

交通： JR東海道新幹線・東海道線 熱海駅下車、駅前バスターミナル⑧番乗り場よりMOA美術館行 約7分終点下
車

びじゅチューン ! ライブ 2024 in 能楽堂

日時：2024 年 9 月 22 日（日）

① 11：00 ～ ② 14：00 ～

（各回 60 分・要予約）

出演：井上涼　詳細：お申し込みについては、MOA 美術館ホームページをご覧ください。

イベント情報



広報画像をご希望の方は、必要事項をご記入のうえメールまたはFAXにてお申し込みください。

FAX: 0557-84-2570　MOA美術館  広報宛て

MOA美術館  広報画像を希望します。広報画像申込書

貴社名

ご所属

お名前

ご住所

TEL FAX

E-mail

媒体名

掲載予定日／放送予定日 年　　　月　　 日　発売／放送予定

掲載概要、予定文字・ページ数など
（お分かりになる範囲でお願いいたします。）

貸出し希望画像番号

広報画像

MOA美術館　広報

TEL 0557-84-2567 Email
moaart-info@moaart.or.jp

〈広報画像取扱いに関する規定〉
◎広報画像はすべてMOA美術館を紹介する場合に限ります。事前の申請・承諾なく二次利用いたしません。
◎広報画像を紹介する場合には、指定されたクレジットを併記します。
◎トリミング、変形、部分使用、文字のせは無断で行いません。
◎〈広報画像取扱いに関する規定〉に承諾のうえ、画像申込みを行います。

〈個人情報の取扱いについて〉
ご記入いただきました個人情報は、広報からの情報発信やご案内など必要なご連絡にのみ使用いたします。許可なく第三者に個人情報を開示すること
はありません。
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Email: moaart-info@moaart.or.jp
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1.「蒔絵八角菓子器」　白山松哉 明治44年（1911）
2.「海辺蒔絵文台・硯箱」 川之辺一朝 明治時代19世紀
3.「手箱蒔絵硯箱」 小川松民 明治時代19世紀
4.「蝶牡丹蒔絵沈箱」　白山松哉 明治時代19世紀
5.「蜀江錦蒔絵料紙硯箱」 植松包美 大正13年(1924)


